
Copyrights ⒸSaiseikai Kumamoto Hospital 2020 All rights reserved

社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院

中尾 浩一

JCI Hospital
Since 2013

30min

トップマネジメント研修
事例紹介

厚生労働省委託事業 online
医師の働き方改革への取り組み
November 28, 2023

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



社会福祉法人 恩賜財団済生会 熊本病院

● ABOUT US

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



Copyrights ⒸSaiseikai Kumamoto Hospital 2020 All rights reserved

医療を通じて地域社会に貢献します
～ 質の高い医療を済生のこころとともに～

基本方針
１．救急医療

専門医療チームが24時間迅速に対応します

２．高度医療
低侵襲治療・がん治療を推進し、医学の進歩をいち早く地域に届けます

３．予防医療
質の高い予防医療を提供し、地域の健康づくりを支えます

４．地域連携
医療・保健・福祉の連携を推進し、持続可能な地域社会を実現します

５．人材育成
確かな技術と共感のこころを持った医療人、社会人を育てます

済生会熊本病院 理念 2021～
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紹介中心の
医療



病院概要2023

病床数 400床（うち169室個室）

救命救急センタ－42床（EHCU 18床、救命救急病棟 24床）

ICU 18床、HCU 12床、急性期一般入院料1算定病床328床

標榜科 内科、外科、消化器内科、消化器外科、整形外科、呼吸器内科、呼吸器外科

腫瘍内科、糖尿病内科、腎臓内科、泌尿器科、循環器内科、心臓血管外科

脳神経内科、脳神経外科、放射線科、麻酔科、救急科、病理診断科、リハビリテーション科

診療体制 脳卒中センター、心臓血管センター、消化器病センター、 外科センター、糖尿病センター

四肢外傷センター、腎・泌尿器センター、呼吸器センター、救急総合診療センター、予防医療センター

ロボット・低侵襲手術センター、カテーテル・低侵襲血管内治療センター

集学的がん診療センター、がんゲノムセンター、緩和ケアセンター

職員数 2,134名＜非常勤を除く＞

医師 (研修医、医員除く) 159名 看護師 815名 薬剤師 51名

診療放射線技師 62名 臨床検査技師 101名 臨床工学技士 50名

理学療法士 26名 言語聴覚士 7名 作業療法士 8名

管理栄養士 32名 事務職（MSW含） 442名 介護福祉士 9名

救急救命士 5名 歯科衛生士 1名
その他
看護助手・運動指導士・保育士
臨床心理士・調理師・栄養士

63名

2023年4月1日現在※職種別人数は、委託派遣職員を除く。

小児科、婦人科、産科、精神科、眼科、耳鼻
咽喉科、皮膚科、歯科等は開設していない
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高低 緊急度

▶集患
▶医療資源集中
▶前方連携

▶逆紹介
▶後方連携促進

重症度，緊急度が高い医療領域を担う
「専門型高度急性期病院」である

今後より機能分化を推進し「広域型」
の高度急性期病院を目指す

済生会熊本病院が注力すべき医療領域と目指すべき方向性
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JCI Hospital
Since 2013済生会熊本病院について～複雑性指標と効率性指標～

出典：厚生労働省中医協DPC評価分科会資料(2022.3.23)

当院の患者構成の指標と在院日数の指標～全MDCコードの全国との比較～

特に高齢者で入院期間が長期化傾向に
ある疾患を多く抱える場合、後方連携
が強くなければ急性期の機能維持が難
しくなる

クリニカルパス，アライアンス連携な
どの具体的取組みにより，診療の効率
化，高度急性期への特化を推進

在
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患者構成の指標（CI）：X軸
（全国ALOSの長い診断群≒重症患者を多く構成）

→複雑性が高い疾患を
多く構成し，疾患毎の
平均在院日数が短い



なぜ働き方改革が必要なのか？

全ての職員へのメッセージ

「健康経営」と「法令遵守」
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人口構成の変化がもたらす影響
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介護依存度の
高い入院患者
は増加する
一方で

働き手は不足

職員の健康を
保つための環境
整備の必要性



働き方改善へのメッセージ

9

へ職員向けの院長メッセージを掲載
(2018/11/29)

職員の皆様へお願い

日々の業務、お疲れ様です。また、日頃より病院の運営に尽力いただき、ありがとうございます。
現在、働き方改革関連法施行にあたり、当院においても、より一層勤怠管理のルール徹底が求められております。

当院は法律に基づいて、所属長の許可を前提に時間外勤務を認めていますが、自己申告により把握した労働時間と実際の在院時
間との間に著しい乖離がある場合には、職員の労働時間の適正な把握のため、実態調査を実施する必要があります。

そこで、社会保険労務士の指導の下「勤務時間実態調査」を実施しました。
その結果、一部の職員が未許可のまま時間外勤務を行っていることが判明しました。

時間外勤務を行うためには、所属長の許可（残業命令）を必要とします。
予定外の業務が発生した場合には、事後でも構いませんので、所属長に申告し、了解を得ていただきますようお願いします。
万が一、後日、申告漏れの時間外勤務が判明した場合は、翌月の時間外申請締め切り（概ね翌月5日頃になります）までに必ず
申請を行ってください。

勤務状況をリアルタイムに所属長が把握し、適切に労務を管理することは、
職員の皆様の健康と安全を確保して勤務することができるように必要な配慮をする上でも大変重要です。
働き方改革は、職員の皆様のご理解とご協力なしには実現不可能ですので、
労務管理に関するルール遵守へのご協力をお願いします。



健康宣言

済生会熊本病院にとって

「職員」は最も大切な財産です。

すべての職員が心身ともに健康で、

明るく、安心して働ける職場環境を

実現することを宣言します。

力を合わせ、医療を通じて、

地域社会に貢献します。



働き方改善へのこれまでの取り組み

2010年4月～ 院内保育園 はあとランド 2013年10月～ 職員健康管理室

職員のこころとからだの健康を職員が安心して働ける環境を

院内で気軽に相談できる

病院内かかりつけ医医療人としてより大きく成長する

2015年3月～ 教育研修センター 2017年4月～ 包括診療部

11
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HP上に健康経営への取り組みと
Well-being Reportを公開

https://sk-kumamoto.jp/health_management/
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中期事業計画ビジョンと当院のデジタル化について
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JCI Hospital since 2013

価値 (Value) =
成果 (Outcome) 

犠牲 (Cost) 

救命/生命予後の改善
QOLの維持・改善
社会的損失の回避・社会復帰

合併症・偶発的有害事象・被ばく
患者・家族の心理的・社会的負担
医療費負担 (患者・保険者・国民)
医療従事者の労務負担

質
Quality医療の価値を高める 量

Quantity
価値

Value
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安全を確保しながら
「減らす」技術の重要性

何が成果と関連し、何がしないのか？

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved

”良質かつ適切な医療を効率的に提供する”ために



労務管理における幹部職員の役割

時間外労働の

適切な管理

職員の

健康管理

健康経営

への寄与

適切な労務管理 を通して、職員の 健康と安全を確保し、健康経営へ寄与
することは、幹部職員に求められる重要な役割の一つである。

測定指標として参照 ➡️



医師の働き方改革

職員と地域の協力を求める

「健康経営」と「法令遵守」



医師の時間外労働上限規制

2024年度から規制開始（医師個人ごとに規制）

医師の長時間労働改善と
健康確保が目的

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



労働時間の考え方の整理

労働時間とは

①指揮命令下にいる時間

②参加が義務化された研修等

(日勤・院内当直・外勤当直)時に
発生する全ての時間が対象

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



宿日直許可について （当院は平成元年に取得済み）

①通常業務と異なる軽度なもの

②連続4時間以上の睡眠(宿直)

③上限回数の順守

許可あり当直
⇒労働時間に含まれない

未取得と同等に取扱い再構築

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



当院での取組事例

• 当直運用の見直し

• 勤怠管理と面接指導

• タスクシフト・シェアリングの推進

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



当院での取組事例

• 当直運用の見直し

• 勤怠管理と面接指導

• タスクシフト・シェアリングの推進
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2022年度 時間外労働試算

A水準

B水準

(時間外の算定基準)
日々時間外+診療科当直時間+宿日直許可のない
外勤当直時間

最大値での試算結果、
213名中 17名がA水準超過

（内訳）

A科：10名中4名
B科：24名中2名
C科： 7名中2名
D科：13名中3名
E科： 7名中3名
F科： 8名中3名

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



当直運用の見直し

実態に即した勤務管理の実現へ

当直（宿日直）帯の実態調査（2023/3-6）

A科 B科 C科 D科 E科 F科
A科 B科 C科 D科

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



各診療科の取組（検討を含む）

診療科 取組

A科 平日宿直時、13：00出勤シフトへ

B科 カンファレンス時間短縮、カテ室枠の有効活用 他診療科・他職種への移譲（病状確認や検査オーダー）

C科 準夜勤務時、12：30出勤シフト編成 日直をシフト化し、平日代休取得

D科 宿直時、指示簿の活用による夜間呼出の軽減 夜間処置のプロトコール作成 当直対応者の均一化

E科 土日当直のオンコール切替（2023年度中）

F科 平日宿直時、16：00出勤シフトへ

G科 平日宿直時、13：00出勤シフトへ

H科 夜間透析時、13：30出勤シフトへ

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



取組による時間外試算26

A水準

B水準

全員A水準での運用可能

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



当院での取組事例

• 当直運用の見直し

• 勤怠管理と面接指導

• タスクシフト・シェアリングの推進
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時間管理意識の醸成（院内広報）と手法の簡素化
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勤怠管理ツール

勤怠入力・時間外申請

出張申請

その他各種申請

医師含む全スタッフ
一元管理

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



健康確保措置

連続する2ヶ月の時間外労働45h以上
連続する2ヶ月の所定外在院80h以上
その他必要であると判断した場合

面接指導
(所属長および対象者)

産業医との連携

長時間労働による健康被害防止フロー

勤務管理ルールの明確化

夜勤、当直免除、短時間勤務、時差出勤 など

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved
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長時間労働による健康被害の防止
病院幹部による面接

●長時間労働による健康被害を未然に防ぐこ
とを目的とした面接。

●病院幹部が現時点での健康状態および労
働環境について、本人および所属(部)長に個
別にヒアリング調査を実施する。

●2018年5月より運用開始。
当初は毎月十数名がヒアリング対象に挙がって
いたが、徐々に職員の認識が広がり、現在、ヒ
アリング対象は若干名と減少傾向にある。

2カ月連続して時間外労働が45時間以上の場合
2カ月連続して所定外在院時間が80時間以上の場合
個別ヒアリングが必要であると判断された場合

人事室にて対象者リストアップ

管理運営会議メンバーにて
対象者の所属(部)長と本人へ個別ヒアリング実施

管理運営会議メンバーが
レポートを作成

人事室より事務長へレポート回覧

人事室より院長へレポート回覧

人事室にて面談日程調整

管理運営会議へ報告

職員健康管理室が
産業医面談を実施

人事室へレポート提出

健康状態に
懸念がある場合

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



「働き方」の可視化 所定外在院時間の推移 C 診療科（外科系）

●BIツールによる「働き
方」の可視化。

●データは人事システム
から自動連係される。時
間外労働、差異時間な
どを確認可能。

●部署単位、個人単
位に切り替えてデータを
閲覧することが可能。

診療科医師の総和

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved
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有給休暇取得実績のモニタリング 視覚化 visualize

① ② ③

2020年度有給休暇取得

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



当院での取組事例

• 当直運用の見直し

• 勤怠管理と面接指導

• タスクシフト・シェアリングの推進
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病院HP：現在国が進める「医師の働き方改革」に向け、

当院でも下記の取り組みを実施しています。（中略）…労働
環境の改善を図り、引き続き患者さんにとって質の高い医療を提
供できるよう務めてまいります。

院内広報：タスクシフト推進プロジェクトからの

職員向け広報。タスクシフトの実績を紹介。

＆

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



タスクシフト・シェアリングの推進

院内広報
・麻酔補助
・RFCA出力調整
・スコープ補助

（臨床工学技士）



タスクシフト
事例

2023
<済生会>

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



新規タスクシフトの導入フロー

法令・安全性・診療報酬・労務負担

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved
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外来オーダーの代行

診療情報提供書作成

医師事務作業補助者 医師オーダーの代行入力

救急外来オーダー支援

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved
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疾患や治療について「標準事前説明」

医師による同意書取得前の説明

麻酔科 術前個別説明アブレーション 集団説明

疾患理解と治療概要の説明支援

Saiseikai Kumamoto Hospital 2023: All rights reserved



看護師特定行為研修機関 2020年度承認
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特定行為研修修了者の活動

特定看護師8名 2021年4月1日～11月30日
特定行為別実践数 324件

• タイムリーな特定行為の実践は、迅速な病態把握と治療開始、
治癒促進など患者へのメリットも大きく医師の業務負担軽減に
繋がる.

• 身体診察や医療面接では臨床推論をもとに術前リスク評価を
行って医師、多職種に情報提供．

指導医、多種専門職から
の直接指導の様子

医学的視点や細かい手技
の根拠まで丁寧な指導

（件）

2021年度 10区分 20行為（受講者７名＊）

◆創傷ケアコース（2区分4行為）1名
◆術中麻酔パッケージ（6区分8行為）2名
◆基本コース 栄養・水分管理（1区分2行為）1名
◆救急領域パッケージ（5区分9行為） 1名
◆集中治療領域パッケージ（6区分10行為） 2名

特定行為研修修了者８名

＊うち1名は他施設看護師
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PBPMの承認手順

医師 薬剤師

①プロトコール
作成・締結

診療行為検討委員会

管理運営会議

②審議

PBPM概要書
業務依頼書
（包括的な指示）
業務手順書
（実施薬剤師を
明記）

③承認

当院のPBPM (Protocol Based Pharmacotherapy Management) 事例

患者にピリン系
アレルギーあり

電子カルテシステムで
処方ブロック

看護師が調剤しやすい
薬剤選択 処方変更

クリニカルパスで
セットオーダー

体重に応じた
投与量再設計

医療安全に貢献

多職種の
働きやすさに影響

医薬品適正使用
の推進
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●臨床工学技士
内視鏡外科手術スコーピスト業務

●臨床工学技士
麻酔アシスタント養成研修

●管理栄養士
栄養学的患者サポート（病棟）
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院内救急救命士の展望

プレホスピタル インホスピタル 新たなチーム医療

ERチームの一員として常駐し、
新たなチーム医療の構築を目指す

法改正

■救急救命士法改正（2021年10月1日施行）
業務範囲拡大・・・・救急自動車（病院前）→ 救急外来まで拡大
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法改正を機に救急救命士が目指す働き方

①段階的なER常駐体制の構築

②初期評価と処置のスペシャリストとして活動

③ERチームの一員としての認知度を高める

④医師・看護師からのタスクシフト/シェアの推進

新

た

な

チ

ー

ム

医

療

体

制

の

構

築
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人材育成プラン（新規採用者の教育カリキュラム）

基礎研修
（20時間）

ER研修
（160時間)

専門研修
（60時間)

基礎研修 初期評価と処置 転院搬送

医療安全 診療補助 災害医療

感染対策 患者対応 研修指導

チーム医療 院外出動

その他

ERの業務 ER以外の業務

・入職者研修
・eラーニング

ER臨地実習

・同乗実習
・座学
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教育/認定体制（院内体制）

救急救命士

指導者
（医師/看護師等）

教育責任者
（救命救急センター長）

病院長

実習指導

評価（スキルチェックシート）

修了認定

修了証
・実施記録
・評価表

救命救急センター
運営委員会

指名

修了認定申請

教育体制

認定体制
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包括診療医 院内のかかりつけ医として患者の「生活」を視座に置く

日本病院会：病院総合医プログラム
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病
棟

診療科医師

看護師

病棟薬剤師

7時 11      13      15      17      19 21

病
棟

病棟（夜勤）
病棟

（夜勤）

手術・処置
外来

手術・処置
ER

病棟

病院総合医

病棟

セラピスト
管理栄養士 病棟

当直

病院総合医が時間軸のズレ
(医師不在)を解消する

病棟でフロアマネジメント

病棟当直
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看護師

医療の質向上
➢ チーム医療推進
➢ 安心安全の医療

病院総合医
ＴＱＭ部

働き方改革
➢ 働きやすい職場作り
➢ 良き医療人の育成
➢ 業務の効率化

患者・職員満足度の向上
➢ 多職種協働の患者中心の医療

病院総合医による包括的な病棟管理（フロアマネジメント）

事務MSW

診療科
医師

看護師

中期事業
計画
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Cure Care

病院総合医各診療科専門医

◆ 予防（合併症・併存症の増悪防止）
◆ 生活支援（栄養・排便・睡眠・疼痛コントロール）
◆ 住まい（生活の場までつながる入退院支援）
◆ 介護（安心安全の入院生活の提供）
◆ 医療（診察・処方等の医療行為）

◆ 専門性の高い医療
◆ 救命救急
◆ 緊急処置（手術等）
◆ 専門外来
◆ 専門診療科オンコール

看護師・病棟薬剤師
管理栄養士・セラピスト

MSW・医療スタッフ

Cure based medicine Care based medicine

多職種協働のチーム医療・包括的ケア
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ご清聴、ありがとうございました


